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一 

淡
路
地
区
の
概
要 

 

淡
路
島
は
『
古
事
記
』
・
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
日
本
列
島
に
お
い
て
最
初
に

創
造
さ
れ
た
島
で
あ
り
、
そ
の
伝
承
を
伝
え
る
伊
弉
諾
神
宮
が
淡
路
市
多
賀
に
鎮
座

し
て
い
る
。
平
安
時
代
中
期
に
成
立
し
た
『
延
喜
式
』
に
よ
れ
ば
、
淡
路
国
は
南
海

道
に
属
し
、
国
の
等
級
は
下
国
と
さ
れ
た
。
津
名
郡
と
三
原
郡
の
二
郡
か
ら
な
り
、

国
衙･

国
分
寺･

国
分
尼
寺
、
ま
た
、
守
護
所
は
三
原
郡
に
置
か
れ
た
。 

 

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
か
ら
同
二
〇
年
に
か
け
て
は

姫
路
城
主
の
池
田
輝
政
と
忠
雄
の
所
領
と
な
っ
た
が
、
慶
長
二
〇
年
に
起
き
た
大
坂

夏
の
陣
の
功
績
に
よ
り
阿
波
国
を
得
て
い
た
蜂
須
賀
至
鎮
に
淡
路
国
（
岩
屋
を
除
く
）

が
加
増
さ
れ
た
。
寛
永
三
年
に
岩
屋
が
加
増
さ
れ
、
幕
末
ま
で
、
蜂
須
賀
家
に
よ
り

支
配
さ
れ
た
。
淡
路
国
が
兵
庫
県
の
管
轄
に
な
る
の
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
の
自
治
体
の
変
遷
に
つ
い
て
は
詳
述
し
な
い
が
、
昭
和
四

〇
年
（
一
九
六
五
）
以
降
、
洲
本
市
・
津
名
郡
（
淡
路
町
・
北
淡
町
・
東
浦
町
・
一

宮
町
・
津
名
町
・
五
色
町
）・
三
原
郡
（
緑
町
・
三
原
町
・
西
淡
町
・
南
淡
町
の
四
町
）

の
一
市
一
〇
町
で
あ
っ
た
が
、
平
成
の
合
併
に
よ
り
淡
路
市･

洲
本
市･

南
あ
わ
じ
市

の
三
市
と
な
っ
た
。 

淡
路
島
の
祭
り
や
・
行
事
の
変
容
の
画
期
と
な
る
の
は
大
正
期
の
生
活
改
善
、
農

業
技
術
の
改
良
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
始
ま
る
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
人
口

の
流
出
、
生
活
の
近
代
化
は
伝
統
的
な
暮
ら
し
を
大
き
く
変
容
さ
せ
た
。
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
年
一
月
十
七
日
、
阪
神
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
。
こ
の
頃
ま
で
、

淡
路
島
で
は
ま
だ
伝
統
的
な
暮
ら
し
が
受
け
継
が
れ
て
い
た
が
、
震
災
に
よ
る
伝
統

的
な
民
家
の
倒
壊
等
は
昔
な
が
ら
の
暮
ら
し
を
一
変
さ
せ
た
。
ま
た
、
平
成
十
年
（
一

九
九
八
）
四
月
五
日
の
明
石
大
橋
の
開
通
は
、
そ
う
し
た
状
況
に
、
よ
り
拍
車
を
掛

け
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

震
災
前
ま
で
は
、
旧
東
浦
町
域
の
年
配
の
方
に
年
中
行
事
の
聞
き
取
り
を
す
る
と
、

門
松
の
松
を
採
り
に
行
く
こ
と
を
「
若
松
を
迎
え
る
」
、
裏
白
を
採
り
に
行
く
こ
と
を

「
正
月
さ
ん
を
迎
え
る
」
、
こ
の
よ
う
な
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
平
成
六

年
の
渇
水
で
は
「
昔
は
神
さ
ん
や
仏
さ
ん
を
祀
っ
て
い
た
が
、
今
は
し
な
く
な
っ
た
。

神
さ
ん
の
罰
が
当
た
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
。
今
か
ら
祀
っ
て
も
許
し
て
く
れ
へ
ん
や
ろ

な
」
、
自
分
た
ち
の
代
に
昔
な
が
ら
の
年
中
行
事
を
し
な
く
な
っ
た
こ
と
へ
の
思
い
を

話
さ
れ
る
年
輩
の
方
も
お
ら
れ
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
頃
は
、
高
度
経
済
成
長
の

時
期
に
故
郷
に
残
ら
れ
た
方
々
の
世
代
交
代
の
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

二 

祭
り･

行
事
の
特
色 

 

南
あ
わ
じ
市
阿
万
の
亀
岡
八
幡
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
「
阿
万
風
流
大
踊
小
踊
」
は

国
の
重
要
文
化
財
、
南
あ
わ
じ
市
八
木
大
久
保
に
伝
わ
る
「
大
久
保
踊
り
」
は
兵
庫

県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
淡
路
島
の
神
事･

祭
礼
・
風
流
は
こ
れ
ら
を
は
じ

め
と
し
て
多
様
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
整
理
し
概
観
し
て
お
き
た
い
。 

（
一
）
風
流
踊
り 

淡
路
島
の
風
流
踊
り
は
、「
阿
万
風
流
大
踊
小
踊
」
に
代
表
さ
れ
る
。
こ
の
踊
り
は

雨
乞
い
の
願
解
き
に
踊
っ
た
と
『
淡
路
草
』（
文
政
八
年
：
一
八
二
五
）
に
記
さ
れ
て

い
る
。
大
踊
・
小
踊
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
踊
り
は
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら

な
る
。
大
踊
は
、
前
踊
子
と
大
踊
子
、
音
頭
が
そ
れ
ぞ
れ
一
二
人
、
玉
突
き
、
太
鼓
、

拍
子
木
各
一
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
小
踊
は
、
小
踊
子
、
音
頭
が
一
二
人
、
拍

子
木
、
太
鼓
、
笛
、
三
味
線
・
鐘
が
囃
子
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
大
踊
と
小
踊
の

構
成
を
比
較
す
る
と
、
小
踊
に
三
味
線
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
大
踊
を
室
町
時
代

的
、
小
踊
を
江
戸
時
代
的
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

南
あ
わ
じ
市
の
八
木
八
幡
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
神
踊
り
は
風
流
踊
り
の
系
譜
を
伝

え
る
芸
能
で
あ
る
。
ま
た
、
同
市
榎
列
小
榎
列
の
府
中
八
幡
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
さ



 

さ
ら
踊
り
は
、
中
世
の
祭
礼
芸
能
で
あ
る
田
楽
の
要
素
を
残
存
さ
せ
た
芸
能
と
し
て

着
目
さ
れ
て
い
る
。 

（
二
）
ダ
ン
ジ
リ 

 

ダ
ン
ジ
リ
は
淡
路
島
の
祭
礼
に
お
い
て
ひ
ろ
く
登
場
す
る
。
そ
の
濫
觴
に
つ
い
て

は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
洲
本
城
下
の
洲
本
八
幡
神
社
の
祭
礼
に
お
い
て
元
禄
三

年
（
一
六
九
〇
）
に
登
場
し
た
こ
と
を
『
堅
磐
草
』
は
記
し
て
い
る
。
城
下
町
祭
礼

に
登
場
し
た
囃
子
屋
台
は
花
形
と
し
て
の
人
気
を
集
め
、
淡
路
島
内
に
流
布
し
た
と

推
測
さ
れ
る
。
ダ
ン
ジ
リ
は
多
く
春
祭
り
と
秋
祭
り
に
登
場
す
る
。
そ
の
形
式
は
、

舁
き
ダ
ン
ジ
リ
と
、
曳
き
ダ
ン
ジ
リ
に
大
別
さ
れ
る
。
舁
き
ダ
ン
ジ
リ
に
は
布
団
屋

根
、
唐
破
風
屋
根
、
船
形
、
屋
根
な
し
、
曳
き
ダ
ン
ジ
リ
に
は
唐
破
風
二
重
屋
根
、

切
妻
二
重
屋
根
、
船
形
な
ど
が
あ
る
。 

 

 

淡
路
島
の
ダ
ン
ジ
リ
祭
礼
で
は
多
く
に
ダ
ン
ジ
リ
歌
を
と
も
な
う
。
と
り
わ
け
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
の
本
拠
と
な
っ
た
淡
路
島
南
部
で
は
「
浄
瑠
璃
く
ず
し
」
と
も
称
さ

れ
、
浄
瑠
璃
の
物
語
を
取
り
込
ん
だ
ダ
ン
ジ
リ
歌
が
歌
わ
れ
る
。
洲
本
市
五
色
町
都

志
万
歳
の
長
林
寺
で
は
七
月
に
「
つ
か
い
ダ
ン
ジ
リ
」
が
奉
納
さ
れ
る
。
素
朴
な
木

組
み
の
ダ
ン
ジ
リ
に
二
人
の
乗
子
が
乗
り
、
舁
き
手
が
ダ
ン
ジ
リ
を
立
て
た
り
横
に

し
、
ま
た
、
逆
さ
ま
に
し
た
り
、
一
回
転
さ
せ
る
。
淡
路
島
の
中
に
あ
っ
て
、
と
り

わ
け
特
色
あ
る
ダ
ン
ジ
リ
の
風
流
で
あ
る
。 

ま
た
、
鳥
飼
八
幡
神
社
の
秋
季
大
祭
に
は
船
ダ
ン
ジ
リ
と
太
鼓
ダ
ン
ジ
リ
が
登
場

し
活
況
を
呈
す
る
が
、
太
鼓
の
総
練
り
が
行
わ
れ
る
中
、
浜
と
岡
の
地
区
に
分
か
れ

て
大
綱
引
き
が
行
わ
れ
る
。
大
綱
引
き
に
つ
い
て
本
報
告
書
の
鳥
飼
八
幡
神
社
の
秋

季
大
祭
に
お
い
て
報
告
し
て
い
る
。 

（
三
）
エ
ビ
ス
舞 

 

淡
路
島
で
の
人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史
は
古
く
、
職
能
的
な
集
団
に
よ
っ
て
各
地
に
お

い
て
巡
業･

興
行
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
故
に
人
形
浄
瑠
璃
そ
の
も
の
は
こ
の
度
の
祭

り･

行
事
調
査
の
対
象
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
人
形
浄
瑠
璃
の
地
元
で
も
あ

り
、
神
事
に
豊
漁･

豊
作
の
祈
願
に
人
形
が
登
場
す
る
。
淡
路
市
岩
屋
の
石
屋
神
社
で

は
三
月
に
浜
芝
居
が
あ
り
、
エ
ビ
ス
舞
が
行
わ
れ
る
。
今
は
人
が
行
っ
て
い
る
が
、

か
つ
て
は
エ
ビ
ス
の
人
形
が
鯛
を
釣
り
上
げ
て
い
た
。
ま
た
、
正
月
の
十
日
え
び
す

に
は
、
神
社
境
内
で
エ
ビ
ス
舞
の
興
行
が
行
わ
れ
て
い
た
（
淡
路
市
仮
屋 

事
代
主

神
社
）
。 

（
四
）
粥
占
神
事 

年
頭
に
あ
た
り
、
そ
の
年
の
豊
作
を
祈
願
す
る
行
事
と
し
て
、
正
月
一
五
日
に
粥

占
神
事
が
行
わ
れ
る
。
伊
弉
諾
神
宮
（
淡
路
市
多
賀
）
で
は
釜
で
粥
を
炊
き
、
こ
の

時
、
三
本
の
竹
筒
を
入
れ
て
炊
き
あ
げ
る
。
こ
の
竹
筒
は
、
早
稲･

中
稲･

晩
稲
を
表

す
。
神
事
に
際
し
て
三
宝
に
奉
り
、
竹
筒
か
ら
伸
び
た
粥
の
状
況
を
見
て
、
そ
の
年

の
豊
作
を
予
想
す
る
。
こ
う
し
た
粥
占
神
事
は
、
厳
島
神
社
（
洲
本
市
本
町
四
丁
目
）

や
石
屋
神
社
（
淡
路
市
岩
屋
）
で
行
わ
れ
、
『
味
地
草
』
（
安
政
四
年
：
一
八
五
七
）

は
松
帆
神
社
（
淡
路
市
久
留
麻
）
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。 

（
五
）
御
田
植
祭 

栢
の
森
住
吉
神
社
（
洲
本
市
内
膳
町
）
で
は
四
月
に
御
田
植
祭
が
行
わ
れ
る
。
御

田
植
祭
は
農
作
業
の
行
程
を
模
擬
的
に
演
じ
豊
作
を
祈
念
す
る
。
拝
殿
前
に
田
に
見

立
て
た
莚
（
む
し
ろ
）
を
敷
き
、
莚
一
枚
を
田
一
反
に
見
立
て
て
行
わ
れ
る
。
苗
は
、

長
さ
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
桜
の
小
枝
で
あ
る
。
早
乙
女
（
さ
お
と
め
）
は
三
人
一
組

で
二
組
が
登
場
し
、
六
人
は
本
殿
に
向
か
っ
て
並
び
、
両
手
に
桜
の
枝
を
持
つ
。
宮

司
が
太
鼓
を
打
ち
出
し
田
植
歌
を
歌
う
と
、
早
乙
女
は
莚
の
上
で
苗
（
桜
の
枝
）
を

植
え
付
け
る
仕
草
を
し
な
が
ら
、
前
へ
と
進
む
。
こ
の
御
田
植
祭
は
『
淡
路
国
名
所

図
絵
』
（
嘉
永
四
年
：
一
八
五
一
年
）
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
と
今
と

を
比
較
す
る
と
、
装
束
や
早
乙
女
役
の
年
齢
な
ど
に
多
少
の
異
な
り
は
あ
る
が
、
当

時
の
形
式
を
現
代
に
よ
く
伝
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
「
淡
路
国
風
俗
問

状
」
に
記
さ
れ
た
伊
弉
諾
神
宮
（
淡
路
市
多
賀
）
の
御
田
植
祭
は
一
時
中
断
さ
れ
て

い
た
が
、
平
成
三
年
に
御
田
植
歌
と
御
田
植
踊
を
復
活
し
て
い
る
。 



 

（
六
）
座
相
撲 

 
五
穀
の
豊
穣
と
結
び
つ
い
た
奉
納
相
撲
は
各
地
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
淡
路

市
舟
木
の
岩
上
神
社
で
は
座
相
撲
（
す
わ
り
ず
も
う
）
が
行
わ
れ
る
。
拝
殿
前
に
莚

を
敷
き
、
行
事
は
軍
配
で
あ
る
榊
を
持
っ
て
座
す
。
六
人
の
氏
子
は
東
の
「
豊
年
」

と
西
の
「
万
作
」
の
二
組
に
分
か
れ
、
膝
立
ち
で
相
撲
を
取
る
。
こ
の
相
撲
は
、
行

事
が
「
東
西
、
六
勝
六
敗
で
今
年
も
豊
年
万
作
」
と
結
び
終
え
る
。
こ
の
神
事
相
撲

に
つ
い
て
は
、
本
報
告
書
に
お
い
て
報
告
し
て
い
る
。 

（
七
）
社
日 

 

淡
路
島
の
村
々
に
は
「
シ
ャ
ニ
ツ
ァ
ン
」
と
通
称
さ
れ
る
社
日
塔
が
建
立
さ
れ
て

い
る
。
五
角
柱･

六
角
柱
の
石
造
の
も
の
が
多
い
が
、
木
造
の
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
面
に
は
大
己
貴
大
神
・
倉
稲
魂
大
神
・
天
照
皇
大
神
・
埴
安
姫
大
神
・
少
彦
名

大
神
の
神
名
が
陰
刻
ま
た
は
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
社
日
の
祭
祀
は
春
秋
に
行
わ
れ
る

が
、
春
は
春
分
に
近
い
戌
の
日
、
秋
は
秋
分
に
近
い
戌
の
日
と
さ
れ
て
い
る
。
祭
り

を
行
う
意
義
は
、
春
は
五
穀
の
豊
穣
、
秋
は
収
穫
へ
の
感
謝
で
あ
る
。
当
日
、
村
の

当
番
は
社
日
塔
に
注
連
縄
を
張
り
、
鏡
餅
な
ど
の
神
饌
を
供
え
て
参
拝
者
を
待
つ
。

淡
路
市
河
内
の
社
日
は
、
割
木
一
二
本
（
閏
年
は
一
三
本
）
で
篝
火
を
焚
い
て
い
る

こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
社
日
の
祭
祀
は
一
年
の
豊
か
さ
と
結
び
つ
い
て
い
た
。

こ
の
社
日
塔
は
徳
島
藩
の
勧
農
政
策
に
よ
り
藩
領
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
社

日
塔
が
村
々
に
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
以
降
の
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
淡
路
島
の
特
色
あ
る
祭
祀
の
一
つ
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
他
に
も
獅
子
舞･

的
射
・
大
名
行
列
・
宮
座
・
盆
踊
り
な
ど
多
様
な
祭
り･

行
事
の
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。 

 

三 

淡
路
島
の
正
月
行
事 

 

淡
路
島
に
お
い
て
も
っ
と
も
特
色
あ
る
行
事
と
し
て
、
九
日
の
節
句
と
二
十
日
の

節
句
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
九
日
の
節
句
と
二
十
日
の
節
句
は
北
淡
路
の
山
間

の
家
々
で
行
わ
れ
る
。
九
日
の
節
句
は
ジ
マ
ツ
リ
と
も
称
さ
れ
、
基
本
的
に
九
日
と

一
〇
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
二
十
日
の
節
句
は
一
九
日
か
ら
二
〇
日
に
か

け
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
節
句
は
、
と
も
に
玄
関
を
入
っ
た
ニ
ワ
（
土
間
）
に

祀
ら
れ
る
ジ
ン
カ
ミ
の
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
る
。
祀
り
方
や
供
物
は
家
々
に
よ
り
異
な

る
の
で
、
概
略
を
紹
介
す
る
。 

九
日
の
節
句
は
ジ
ノ
カ
ミ
の
下
に
、
ハ
ン
ギ
リ
に
シ
ロ
モ
チ
、
カ
ス
ゴ
、
赤
飯
な

ど
を
入
れ
て
供
え
る
。
こ
の
日
は
ジ
ノ
ミ
を
作
り
供
え
る
。
ジ
ノ
ミ
の
形
式
は
家
々

に
よ
り
異
な
る
が
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
の
葉
に
ダ
ン
ゴ
の
粉
を
練
っ
た
も
の
と
御
飯
を
乗

せ
て
藁
で
括
る
。
こ
れ
を
束
ね
た
シ
イ
の
枝
の
中
に
入
れ
、
藁
で
括
る
。
こ
の
行
為

を
ミ
イ
レ
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
も
の
が
、
ジ
ノ
ミ
で
あ
る
。

こ
の
ジ
ノ
ミ
を
大
き
な
シ
イ
の
枝
に
付
け
た
も
の
が
作
ら
れ
る
。
一
年
を
表
す
十
二

を
付
け
る
と
こ
ろ
あ
る
が
、「
稲
が
実
っ
た
よ
う
に
シ
イ
ノ
キ
に
よ
う
け
な
ら
す
」
と

言
わ
れ
る
。
ま
た
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
の
葉
と
枝
だ
け
の
ジ
ノ
ミ
も
作
ら
れ
る
。
大
き
な

ジ
ノ
ミ
は
ジ
ノ
カ
ミ
と
種
籾
に
奉
り
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
の
み
の
ジ
ノ
ミ
は
オ
ト
ッ
サ
ン

（
年
神
）
や
ダ
イ
ジ
ン
サ
ン
（
伊
勢
神
宮
）
に
奉
る
。
小
さ
な
ジ
ノ
ミ
は
、
床
の
間

や
仏
壇
、
玄
関
や
背
戸
、
牛
小
屋
や
納
屋
、
門
松
、
苗
代
な
ど
に
奉
る
。
こ
の
ジ
ノ

ミ
を
「
花
餅
」
と
呼
ん
で
い
る
家
も
あ
る
。 

九
日
の
節
句
の
日
、
村
の
寺
社
や
堂
で
は
年
頭
に
あ
た
り
そ
の
年
の
豊
作
を
祈
願

す
る
行
事
が
行
わ
れ
る
。
牛
玉
杖
が
作
ら
れ
、
苗
代
田
の
水
口
に
祀
ら
れ
る
。
ジ
ノ

ミ
（
花
餅
）
と
牛
玉
杖
の
役
割
に
着
目
し
て
お
き
た
い
。 

二
十
日
の
節
句
は
、
一
九
日
の
夕
方
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
日
の
夕
方
、
神
さ
ん
が

家
々
を
訪
れ
る
。
地
の
神
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
石
臼
を
据
え
、
そ
の
上
に
九
日
の
節
句

と
同
様
に
供
物
を
入
れ
た
ハ
ン
ギ
リ
を
供
え
る
。
石
臼
に
蓑
を
寄
せ
、
そ
の
上
に
笠

を
置
く
。
二
〇
日
の
早
朝
、
当
主
は
蓑
と
笠
を
身
に
ま
と
い
、
石
臼
に
白
粉
餅
と
若

水
を
入
れ
て
杵
で
搗
く
。
こ
れ
を
ツ
キ
ア
ゲ
と
呼
び
、
こ
の
行
事
が
終
わ
る
と
「
早

朝
に
百
姓
の
神
さ
ん
が
働
き
に
出
る
」
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
神
は
働
き
に
出
た
そ



 

の
日
か
ら
田
で
働
き
、
穫
り
入
れ
が
終
わ
っ
た
十
月
一
九
日
に
家
に
戻
り
二
〇
日
に

祭
り
を
受
け
る
。
そ
の
後
は
、
家
で
祀
ら
れ
る
、
ま
た
、
山
に
帰
る
と
伝
え
る
家
が

あ
る
。
こ
の
神
は
「
ヤ
マ
ド
ッ
サ
ン
」
と
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
日
の
早
朝
、

村
で
は
巨
石
や
石
の
祠
に
祀
ら
れ
る
荒
神
な
ど
に
白
粉
の
ダ
ン
ゴ
や
甘
酒
を
供
え
て

廻
る
風
習
が
あ
り
、「
ム
ラ
ガ
ン
マ
イ
リ
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
二
十
日
の
節
句
に
訪

れ
る
神
は
農
耕
の
神
・
作
神
で
あ
り
、
田
の
神
と
山
の
神
の
去
来
を
伝
承
す
る
民
俗

事
象
で
あ
っ
た
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
以
後
、
伝
統
的
な
行
事
は
行
わ
れ
な
く
な
っ

た
。 南

あ
わ
じ
市
倭
文
安
住
寺
で
行
わ
れ
る
蛇
祭
り
は
山
の
神
の
祭
り
で
あ
る
。
本
報

告
書
で
は
沼
島
の
山
の
神
を
取
り
上
げ
て
い
る
。 

 

四 

淡
路
国
風
俗
問
状
答 

 

淡
路
国
に
は
、「
淡
路
国
風
俗
問
状
答
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
風
俗
問
状
は
江
戸
幕

府
の
国
学
者
屋
代
弘
賢
が
全
国
的
な
地
域
偏
差
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
年
中
行
事
や

風
俗
習
慣
の
項
目
を
策
定
し
て
質
問
書
を
作
り
、
全
国
の
諸
藩
に
発
し
た
も
の
で
あ

る
。
『
淡
路
古
今
紀
聞
』
（
明
治
一
七
年
：
一
八
八
四
）
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
文
化
一

五
年
（
一
八
一
八
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
答
書
（
「
淡
路
国
風
俗
問
状
答

書
」
）
は
『
淡
路
草
』
（
文
政
八
年
：
一
八
二
五
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
津
名
郡
来

馬
組
の
組
頭
庄
屋
（
大
庄
屋
）
を
務
め
た
正
井
家
の
文
書
に
は
、
関
連
文
書
と
し
て

①
「
諸
国
風
俗
問
状
」
、
②
「
津
名
郡
来
馬
組
諸
国
風
俗
問
状
御
答
書
」
（
文
化
十
五

年
）
、
③
「
諸
国
風
俗
問
状
御
答
帳
」
（
文
化
一
五
年
）
の
三
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
淡
路
島
で
の
風
俗
問
状
の
編
纂
は
、
組
頭
庄
屋
の
支
配
地
域
を

基
本
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

②
「
津
名
郡
来
馬
組
諸
国
風
俗
問
状
御
答
書
」
が
、
来
馬
組
の
一
三
か
村
浦
に
つ

い
て
の
答
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
淡
路
一
国
の
答
書
と
し
て
整

理
さ
れ
る
前
の
答
書
で
あ
る
。「
屠
蘇
の
事
」
を
例
に
、
内
容
を
比
較
し
て
お
き
た
い
。 

・
「
諸
国
風
俗
問
状
」
① 

年
少
の
者
よ
り
飲
は
し
め
候
歟
、
第
二
は
尊
長
の
人
飲
候
歟
、
猶
年
の
次

第
に
よ
り 

若
き
人
よ
り
の
ミ
候
哉
、 

・
「
津
名
郡
来
馬
組
諸
国
風
俗
問
状
御
答
書
」
② 

屠
蘇
は
、
医
家
并
勝
手
相
応
之
者
は
相
用
候
得
と
も
、
多
分
は
用
不
レ

申
候
。 

・
「
淡
路
国
風
俗
問
状
答
書
」 

或
は
年
少
よ
り
飲
初
め
、
或
は
尊
長
よ
り
飲
初
む
。
年
少
よ
り
初
め
、
第
二

又
尊
長
の
人
飲
、
夫
よ
り
年
の
次
第
を
も
て
若
き
人
に
及
ぼ
す
も
あ
り
。 

比
較
し
て
み
る
と
、「
淡
路
国
風
俗
問
状
答
書
」
の
内
容
は
「
諸
国
風
俗
問
状
」
に

対
応
す
る
よ
う
に
体
裁
を
整
え
記
し
て
い
る
が
、「
津
名
郡
来
馬
組
諸
国
風
俗
問
状
御

答
書
」
は
医
者
と
分
相
応
の
者
は
す
る
が
多
く
の
者
は
し
て
い
な
い
と
、
地
域
社
会

の
現
状
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
元
日
の
門
松
は
「
家
々
風
儀
」
に
よ
り
異

な
る
こ
と
、
歳
徳
の
神
棚
は
「
家
々
ニ
而
少
々
宛
之
違
」
い
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
年

中
行
事
の
あ
り
方
が
、
村
内
一
様
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。 

 

以
上
、
淡
路
島
の
祭
り･

行
事
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
淡
路
島
は
、
北
部
地
域
は
平

野
部
が
少
な
く
山
間
部
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
南
部
地
域
は
島
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
に
大
き
く
平
野
が
広
が
る
。
生
業
の
厳
し
さ
は
祭
り
や
行
事
の
あ
り
様
に
も
影
響

を
与
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
淡
路
島
の
祭
り･

行
事
を
風
流
と
い
う
視
点
で
捉
え
る

と
、
南
部
地
域
は
「
阿
万
風
流
大
踊
小
踊
」
を
は
じ
め
と
し
て
さ
さ
ら
踊
り
、
神
踊

り
な
ど
風
流
踊
り
が
多
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
風
流
踊
り
の
少
な
い
北

部
地
域
は
、
農
耕
に
と
も
な
う
祭
り･

行
事
が
重
き
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向

は
一
概
に
言
え
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
耕
地
面
積
の
狭
小
、
集
村
と
散
村
、
政
治
文

化
の
拠
点
が
南
部
に
置
か
れ
た
こ
と
な
ど
、
地
域
の
環
境
に
起
因
す
る
よ
う
に
思
え

る
こ
と
で
あ
る
。 



石
上
神
社
秋
季
例
祭
奉
納 

座
相
撲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

海
部 

伸
雄 

 

一 

舟
木
村
と
石
上
神
社
の
概
要 

 

（
一
）
舟
木
村
に
つ
い
て 

正
保
国
絵
図
（
一
六
四
六
・
蜂
須
賀
家
文
書
）
に
村
名
が
見
え
、
高
四
八
石

余
と
あ
る
。
戸
数
・
人
数
は
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
三
三
戸
（
「
棟
付
人
数
改

帳
」
舟
木
町
内
会
蔵
）
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
二
八
戸
・
一
七
八
人
（
『
銘

細
郡
村
仮
名
帖
抄
録
版
』
北
山
學
編
著
）
、
平
成
三
○
年
三
○
戸
・
六
四
人
と
戸

数
は
大
き
な
変
動
も
無
く
推
移
し
て
き
た
が
、
人
口
は
減
少
著
し
い
。
江
戸
時

代
は
上
山
村
の
支
邑
と
さ
れ
、
上
山
村
庄
屋
が
舟
木
村
庄
屋
も
兼
帯
し
た
。
津

名
丘
陵
西
浦
側
、
播
磨
灘
を
望
む
標
高
一
○
○
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
七
○
メ
ー
ト

ル
に
人
家
が
散
在
す
る
山
間
部
の
小
村
で
あ
る
。 

（
二
）
舟
木
集
落
の
民
俗
行
事 

           

集
落
内
の
道
沿
い
に
は
石
仏
（
不
動
尊
・
地
蔵
尊
）
が
多
く
祀
ら
れ
、
現
在

も
隣
保
毎
に
当
番
を
決
め
て
花
を
欠
か
さ
な
い
な
ど
信
仰
心
も
根
強
い
。 

集
落
の
年
中
行
事
は
一
月
の
「
初
講
」
に
始
ま
り
十
二
月
の
「
荒
神
祭
」
に

終
わ
る
が
、
本
報
告
の
「
座
相
撲
」
も
そ
の
内
の
一
つ
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
三
）
石
上
神
社
に
つ
い
て 

 

弥
生
時
代
後
期
の
鍛
冶
工
房
と
み
ら
れ
る
建
物
跡
や
多
数
の
鉄
製
品
、
後
漢

鏡
の
一
部
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
舟
木
遺
跡
の
中
心
部
付
近
に
石
上
神
社
が
あ
る
。

高
さ
二
、
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
、
八
メ
ー
ト
ル
の
巨
石
を
磐
座
と
し
て
祀
り
、

そ
の
周
辺
か
ら
は
弥
生
時
代
の
大
型
器
台
型
土
器
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
古
く

か
ら
周
辺
に
住
む
人
々
の
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。 

 

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
地
誌
「
味
地
草
」（
安
政
四
年
・
一
八
五
七
）
の
舟
木

村
の
項
に
は
「
岩
神 

棚
原
池
の
上
に
あ
り 

神
境
の
畝
数
二
畝
、
租
税
免
除

す 

例
祭
正
九
両
月
各
九
日
を
用
ゆ 

境
地
に
荒
神
小
祠
あ
り 

一
一
月
十
日

祭
祀
す 

別
当
福
萬
真
泉
両
刹
司
る
」
と
あ
る
。
境
内
に
あ
る
荒
神
の
祭
（
一

二
月
一
八
日
）
に
は
、
小
山
の
頂
き
に
あ
る
磐
座
の
周
囲
に
巡
ら
せ
た
注
連
縄

を
毎
年
新
し
く
張
り
替
え
る
が
、
準
備
す
る
注
連
縄
の
全
長
は
一
八
○
尋
で
あ

る
。 

 

「
荒
神
祭
」
の
当
番
二
人
が
、
毎
月
一
日
に
そ
れ
ぞ
れ
手
分
け
を
し
て
石
上

神
社
と
山
の
神
に
参
っ
て
洗
米
と
御
神
酒
を
供
え
て
お
り
、
祀
り
を
欠
か
さ
な

い
。 ま

た
、
注
連
縄
を
張
っ
た
神
域
は
現
在
も
女
人
禁
制
で
あ
り
、
石
上
神
社
が

舟
木
の
人
々
に
と
っ
て
特
別
な
信
仰
空
間
と
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
表
わ

し
て
い
る
。 

  

1月11日 初講
1月27日 観音開き
3月10日 石上神社春祭
4月11日 大般若経転読
4月18日 天のんさんの祭
7月11日 虫送り
7月21日 回りご祈祷
7月22日 山の神の祭
8月15日 施餓鬼会
8月23日 地蔵盆
10月9日 石上神社秋祭・座相撲
12月18日 荒神祭

舟木集落の民俗行事



二 
実
施
期
間
・
実
施
場
所 

 

石
上
神
社
の
秋
季
例
祭
は
毎
年
一
〇
月
九
日
に
行
わ
れ
る
。「
味
地
草
」
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
に
江
戸
時
代
は
旧
暦
九
月
九
日
で
行
わ
れ
て
き
た
の
で
、
新

暦
で
は
一
ヶ
月
ず
ら
し
て
一
〇
月
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
御
神
体
（
磐
座
）
前

の
拝
殿
で
神
事
を
行
っ
た
後
、
拝
殿
前
の
広
場
で
「
座
相
撲
」
が
行
わ
れ
る
。 

 

三 

歴
史
と
概
要 

 

舟
木
の
人
は
、
石
上
神
社
の
春
・
秋
の
祭
を
「
む
ら
ぎ
と
う
（
村
祈
祷
）
」
と

呼
ぶ
。
春
の
村
祈
祷
は
田
植
え
前
に
行
い
、
神
事
を
行
う
こ
と
で
稲
の
順
調
な

生
育
を
祈
る
。
秋
の
村
祈
祷
は
神
事
と
「
座
相
撲
」
で
豊
年
万
作
を
祈
る
と
い

う
。
七
月
一
一
日
に
石
上
神
社
で
行
う
神
事
と
「
虫
送
り
」
の
行
事
も
、
稲
作

に
関
わ
る
一
連
の
村
祈
祷
行
事
で
あ
ろ
う
。 

石
上
神
社
祭
の
最
も
古
い
記
録
は
先
述
し
た
安
政
四
年
の
「
味
地
草
」
の
記

述
で
あ
る
。「
座
相
撲
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
な

い
が
、
村
の
生
業
の
根
幹
を
占
め
る
稲
作
の
順

調
な
生
育
と
豊
か
な
実
り
を
祈
っ
て
春
の
例
祭

（
村
祈
祷
）・
夏
の
虫
送
り
と
と
も
に
、
秋
の
例

祭
で
座
相
撲
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。 

「
荒
神
祭
」
に
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）

か
ら
当
番
が
持
ち
伝
え
て
き
た
「
荒
神
祭
村
祭

リ
造
用
帳
」
が
残
り
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
舟

木
集
落
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
民
俗
行
事
の
形

が
す
で
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

四 

組
織 

江
戸
時
代
に
は
蟇
浦
村
真
泉
寺
・
上
山
村
福
萬
寺
の
住
職
が
司
っ
て
い
た
が
、

明
治
以
降
は
神
官
が
祭
事
を
執
り
行
い
、
現
在
は
野
島
（
旧
蟇
浦
村
）
神
官
が

司
っ
て
い
る
。 

地
域
内
の
組
織
は
、
当
番
が
三
人
で
、
そ
の
内
の
一
人
は
「
若
中
（
わ
か
な

か
）
」
の
役
員
で
あ
る
。
町
内
会
の
副
会
長
が
「
使
丁
（
し
き
じ
」
を
務
め
、
当

番
と
と
も
に
準
備
を
行
い
、
当
日
は
進
行
役
も
兼
ね
る
。 

 五 

祭
り
・
行
事
の
内
容
（
二
○
一
八
年
一
〇
月
九
日
） 

 

午
前
七
時
四
〇
分
に
町
内
会
長
、
使
丁
、
当
番
三
人
が
、
石
上
神
社
に
到
着

し
準
備
を
始
め
た
。
幟
を
立
て
た
り
、
供
物
を
供
え
た
り
、
鳥
居
の
注
連
縄
を

張
り
替
え
た
り
す
る
内
に
、
神
主
と
参
列
者
六
人
が
到
着
し
八
時
四
〇
分
か
ら

祭
礼
が
始
ま
っ
た
。
神
主
の
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
、
鳥
居
周
辺
へ
の
塩
ま
き
、
祝

詞
、
玉
串
奉
奠
と
進
み
、
そ
の
後
筵
を
敷
い
て
塩
で
清
め
た
あ
と
九
時
五
分
か

ら
座
相
撲
が
行
わ
れ
た
。 

 

六 

基
本
の
所
作 

 

拝
殿
前
に
敷
か
れ
た
筵
の
上
で
、
東
の
「
豊
年
」
と
西
の
「
万
作
」
に
分
か

れ
た
氏
子
が
行
司
の
か
け
声
で
膝
立
ち
の
姿
勢
で
相
撲
を
と
る
。 

 

年
配
者
が
榊
の
小
枝
を
持
ち
行
司
を
務
め
る
。
東
西
に
分
か
れ
た
氏
子
が
、

一
人
ず
つ
筵
の
上
に
正
座
す
る
。
行
司
の
「
東
が
勝
て
ば
豊
年
、
西
が
勝
て
ば

万
作
。
さ
あ
見
合
っ
て
、
は
け
よ
い
。
」
の
か
け
声
で
膝
立
ち
の
ま
ま
組
み
合
う
。

一
組
が
四
番
勝
負
で
交
互
に
勝
っ
て
二
勝
二
敗
で
終
わ
る
。
引
き
分
け
で
勝
負

が
終
わ
る
と
、
取
り
組
ん
だ
二
人
の
手
の
ひ
ら
に
榊
の
葉
で
「
シ
ロ
モ
チ
（
米

粉
を
水
で
練
っ
た
も
の
）
」
を
の
せ
て
食
べ
さ
せ
る
。
二
組
目
、
三
組
目
と
四
番

 
 写真１ 神社秋季例祭  



勝
負
を
繰
り
返
し
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
分
け
で
終
わ
っ
た
後
「
シ
ロ
モ
チ
」
を
食

べ
る
。 

 

三
組
目
の
「
シ
ロ
モ
チ
」
が
食
べ
終
わ
っ
た
後
、
行
司
が
両
者
に
「
日
の
丸

の
扇
子
」
を
渡
し
て
広
げ
さ
せ
、「
東
西
、
六
勝
六
敗
で
今
年
も
豊
年
万
作
」
と

宣
言
し
て
「
座
相
撲
」
は
終
わ
る
。
そ
の
後
舟
木
会
館
で
直
会
が
行
わ
れ
る
。 

          

七 

参
考
文
献 

上
椙
英
之 

二
〇
一
四
「
座
り
相
撲
（
淡
路
市
）
石
上
神
社
」 

（
『
平
成
二
五
年
度
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
報
告
書 

 

淡
路
島
の
民
俗
芸
能
Ⅱ
―
風
流
―
』
） 

北
淡
町 

一
九
七
五
『
北
淡
町
誌
』 

安
曇
弘
泰 

一
九
九
一
「
生
活
支
え
る
素
朴
な
農
民
信
仰
― 

北
淡
町 

黒
谷
・
長
畠
・
舟
木
の
調
査
報
告
」 

淡
路
地
方
史
研
究
会
会
誌
『
あ
わ
じ
』
八
号 
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鳥
飼
八
幡
神
社
秋
季
大
祭 

籔 

元
晶 

 

一 

名
称 

 

鳥
飼
八
幡
神
社
秋
季
大
祭 

 

二 

実
施
期
間
・
実
施
場
所 

  

（
一
）
祭
り
の
期
日
は
、
本
宮
が
一
〇
月
の
第
三
日
曜
日
で
、
宵
宮
が
前
日
の
土

曜
日
に
な
る
。
以
前
は
、
本
宮
の
翌
日
の
月
曜
日
に
子
ど
も
相
撲
を
行
っ
て

い
た
が
、
五
年
ほ
ど
前
に
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

（
二
）
祭
り
の
場
所
は
、
鳥
飼
八
幡
神
社
境
内
と
神
輿
の
渡
御
先
と
な
る
五
色
浜

の
恵
比
寿
神
社
で
あ
る
。 

 

三 

特
色 

 

（
一
）
神
社
の
神
事
（
神
輿
・
大
綱
引
き
）
と
各
組
が
行
う
ネ
リ
モ
ノ
（
太
鼓
ネ 

リ
・
ダ
ン
ジ
リ
）
と
が
、
意
識
の
上
で
は
っ
き
り
と
分
け
ら
れ
て
い
る
点 

が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
人
数
の
減
少
で
ネ
リ
モ
ノ
が
で
き
な 

く
な
っ
た
角
川
南
組
も
神
事
に
は
今
も
参
加
し
て
い
る
。
以
前
は
、
三
日 

目
の
子
ど
も
相
撲
も
神
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

（
二
）
祭
礼
の
特
色
と
し
て
は
、
神
輿
を
本
厄
の
男
性
が
担
ぐ
こ
と
を
基
本
に
し 

て
い
る
こ
と
と
、
御
旅
所
の
浜
で
神
輿
ご
と
海
に
飛
び
込
む
と
こ
ろ
が
注 

目
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
宮
の
最
後
に
行
わ
れ
る
大
綱
引
き
は
、
浜
の
大
漁 

と
岡
の
豊
作
を
占
う
神
事
と
し
て
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

（
三
）
ネ
リ
モ
ノ
が
盛
ん
で
、
ど
の
組
も
太
鼓
ネ
リ
と
ダ
ン
ジ
リ
の
二
つ
を
行
っ 

て
い
る
。
浜
は
船
ダ
ン
ジ
リ
、
岡
は
布
団
ダ
ン
ジ
リ
と
、
二
種
類
の
ダ
ン 

ジ
リ
が
見
ら
れ
る
の
が
特
色
で
あ
る
。 

 

四 

歴
史
と
概
要 

 

（
一
）
現
在
は
十
月
の
第
三
日
曜
が
本
宮
で
あ
る
が
、
以
前
は
一
〇
月
一
五
日
で 

 
 

 

あ
っ
た
。
『
淡
路
国
名
所
図
絵
』
に
よ
る
と
、
八
月
十
五
日
に
例
祭
が
あ
り
、

「
八
月
祭
礼
神
輿
還
御
の
後
拝
殿
の
前
に
於
て
綱
曳
あ
り
…
此
綱
曳
終
り
て

小
童
二
人
二
番
勝
負
の
神
事
角
力
を
興
す
」
と
あ
る
の
で
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
神
輿
の
渡
御
や
大
綱
引
き
、
そ
れ
に
最
近
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
子
ど
も

相
撲
は
、
近
世
に
お
い
て
は
旧
暦
八
月
十
五
日
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。 

 

五 

組
織 

 

（
一
）
鳥
飼
八
幡
神
社
の
氏
子
は
、
鳥
飼
上
・
中
・
南
・
浜
・
北
・
つ
の角
か
わ川
南
の
六 

地
区
で
あ
る
。
地
区
の
こ
と
を
、
普
通
に
は
「
組
」
と
呼
ん
で
い
る
。
各
組 

か
ら
宮
総
代
が
一
人
ず
つ
出
て
、
六
人
の
宮
総
代
で
お
宮
の
世
話
を
し
て
い 

る
。
お
宮
が
あ
る
中
組
の
宮
総
代
が
総
代
長
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

月
次
祭
が
毎
月
一
日
と
一
五
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
一
〇
年
ほ
ど
前
に
鳥
飼 

八
幡
の
神
主
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
、
今
は
伊
弉
諾
神
宮
の
神
主
さ
ん 

に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

 

（
二
）
神
輿
の
世
話
を
す
る
人
を
ネ
ギ
衆
と
い
う
。
各
組
か
ら
四
人
ず
つ
合
計
二

四
人
の
人
が
選
ば
れ
る
。
厄
年
を
す
ま
せ
た
五
〇
代
か
ら
六
〇
代
の
人
が
な

っ
て
い
る
。
そ
の
年
の
当
番
支
部
の
ネ
ギ
が
天
狗
・
奉
行
・
扇
子
（
マ
ネ
キ

と
呼
ん
で
い
る
）
を
勤
め
る
。
マ
ネ
キ
は
扇
子
で
神
輿
を
招
き
な
が
ら
道
案

内
を
す
る
役
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
松
や
太
鼓
が
あ
る
。
以
前
は
旗
や
鉾
な
ど

も
持
っ
て
歩
い
た
が
、
い
た
ん
で
き
た
の
で
今
は
し
て
い
な
い
。
神
輿
を
担



 

ぐ
の
は
、
祭
礼
団
か
ら
選
ば
れ
た
厄
年
の
人
が
中
心
で
あ
る
が
、
ネ
ギ
も
そ

れ
を
補
助
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

『
淡
路
島
の
民
俗
』
に
よ
る
と
、
「
祢
宜
役
は
昭
和
一
八
年
ま
で
は
家
が

固
定
し
て
い
た
が
、
以
後
は
順
廻
り
と
な
っ
た
。
祢
宜
役
の
一
七
戸
は
か
つ

て
加
藤
嘉
明
の
配
下
に
あ
っ
た
家
々
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
」
と
の
こ
と

で
、
大
き
く
変
遷
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る 

 

（
三
）
各
組
の
祭
礼
団
は
、
昔
は
四
〇
人
ほ
ど
い
た
が
、
今
は
二
〇
人
ほ
ど
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
を
「
○
組
祭
礼
団
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
中
組
だ
け
は

「
當
若
祭
礼
団
」
と
言
う
。
中
組
が
鳥
飼
八
幡
神
社
が
位
置
す
る
地
区
に
当

た
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
他
の
地
区
も
「
○
若
」
と

呼
ぶ
言
い
方
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で
、
車
に
「
上
若
祭
礼
団
」
や
「
北
若
祭

礼
団
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
神
輿
の
渡
御
に
随
行
す

る
大
き
な
幟
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
南
若
」
「
濱
若
」
「
當
若
」
な
ど
と
刺
繍

さ
れ
て
い
る
。
角
川
南
組
は
今
は
幟
を
出
し
て
い
な
い
が
、
「
角
若
」
と
あ

っ
た
よ
う
に
思
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
各
組
の
提
灯
に
も
「
○
若
」
と
あ
る
。

「
若
」
は
「
若
衆
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。
祭
礼
団
の
役

員
は
支
部
長
・
副
支
部
長
・
練
物
係
二
人
の
四
人
で
あ
る
。
太
鼓
の
練
習
は

一
週
間
前
か
ら
、
各
地
区
の
集
会
所
で
行
う
。
七
時
か
ら
一
二
時
ぐ
ら
い
で

あ
る
。
祭
礼
団
の
衣
装
は
、
組
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。 

北
組
…
黒
の
ハ
ッ
ピ
で
背
中
に
軍
配
の
絵
、
ハ
チ
マ
キ
の
色
は
黄
色
。 

浜
組
…
黒
の
ハ
ッ
ピ
で
背
中
に
ホ
ラ
貝
の
絵
、
ハ
チ
マ
キ
の
色
は
青
。 

南
組
…
白
の
ジ
バ
ン
に
背
中
に
好
き
な
字
や
絵
、
ハ
チ
マ
キ
の
色
は
ピ
ン
ク
。 

當
若
…
白
の
ジ
バ
ン
に
背
中
に
好
き
な
字
や
絵
、
ハ
チ
マ
キ
の
色
は
ピ
ン
ク
。 

上
組
…
白
の
ジ
バ
ン
に
背
中
に
好
き
な
字
や
絵
、
ハ
チ
マ
キ
の
色
は
青
。 

ち
な
み
に
角
川
南
組
が
参
加
し
て
い
た
時
は
、
ハ
チ
マ
キ
は
黄
色
で
あ
っ
た
。 

六 

祭
り
・
行
事
の
内
容 

 

（
一
）
宵
宮 

 

今
年
（
二
〇
一
九
年
）
の
宵
宮
に
つ
い
て
は
、
予
定
表
で
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

・
元
綱
祓
い 

 
 

 
 

 
 

 

午
前
八
時 

 
 

 
 

 

※
神
輿
飾
り
付 

 

午
後
一
時 

・
祭
典 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
四
時
三
〇
分 

・
練
り
開
始                

午
後
五
時
三
〇
分 

・
獅
子
舞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

午
前
中
か
ら
昼
過
ぎ
に
か
け
て
祭
の
準
備
を
す
る
。
男
の
人
だ
け
で
し
て
い
る
。 

 

①
大
綱
を
作
る
。 

一
週
間
ほ
ど
前
の
大
安
の
日
に
モ
ト
ツ
ナ
（
元
綱
）
を
作
る
。
今
年
は
十
三

日
が
大
安
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
日
に
作
っ
た
。
モ
ト
ツ
ナ
は
大
綱
の
よ
り
を
か

け
る
最
初
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
芯
に
な
る
綱
を
三
本
な
っ

て
同
じ
長
さ
に
す
る
。
シ
ン
ワ
ラ
（
芯
藁
）
と
言
っ
て
、
長
い
藁
を
使
う
。
こ

れ
ま
で
は
モ
チ
ワ
ラ
（
糯
藁
）
を
使
っ
て
い
て
、
六
地
区
で
そ
れ
用
に
作
っ
て

も
ら
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
酒
米
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
ら
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
大
綱
は
宵
宮
の
日
の
朝
八
時
ぐ
ら
い
か
ら
作
り
始
め
て
、
で
き

あ
が
る
の
は
一
時
か
二
時
頃
で
あ
る
。
作
り
始
め
る
前
に
、
拝
殿
で
神
主
さ
ん

に
お
祓
い
を
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
作
り
始
め
る
。
各
組
で
男
の
人
が
十
人
以
上

集
ま
り
、
総
員
七
〇
人
ほ
ど
で
作
る
。
拝
殿
の
前
に
モ
ト
ツ
ナ
を
置
い
て
、
そ 

こ
か
ら
下
手
に
三
本
の
芯
に
な
る
縄
が
伸
び
て
い
る
が
、
今
年
は
拝
殿
か
ら
見

て
左
手
の
綱
に
角
川
南
組
・
中
組
、
真
ん
中
の
綱
に
上
組
・
南
組
、
右
手
の
綱

に
北
組
・
浜
組
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
た
。
ま
ず
、
芯
の
縄
に
藁
を
さ
し
て

太
く
し
て
い
く
。
そ
の
藁
は
、
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
て
い
る
。

そ
の
藁
は
、
各
組
が
そ
れ
ぞ
れ
軽
四
一
台
に
藁
を
い
っ
ぱ
い
積
ん
で
持
ち
寄
る
。



 

そ
し
て
、
太
く
な
っ
た
縄
三
本
を
そ
れ
ぞ
れ
転
が
し
て
回
転
さ
せ
な
が
ら
、
モ

ト
ツ
ナ
に
棒
を
差
し
込
ん
で
な
っ
て
い

く
。
全
部
な
え
る
と
、
中
心
を
縄
で
く
く

り
、
そ
こ
に
担
当
支
部
長
が
大
綱
に
乗
る

時
に
つ
か
ま
る
た
め
の
綱
を
付
け
て
お

く
。
大
綱
を
強
く
す
る
た
め
に
海
苔
網
で

巻
く
と
聞
い
て
い
た
が
、
今
年
は
中
心
か

ら
両
側
に
一
ｍ
間
隔
に
大
綱
を
縄
で
し
ば

っ
て
い
き
、
綱
の
両
横
に
も
縄
を
通
し
て

結
ん
で
い
た
。
大
綱
の
長
さ
は
一
八
ｍ
七

〇
㎝
で
、
こ
れ
は
拝
殿
の
端
か
ら
端
ま
で

の
長
さ
で
あ
る
と
い
う
。
太
さ
は
二
ひ
ろ

強
の
太
さ
に
な
る
。
で
き
あ
が
っ
た
大
綱

は
、
全
員
で
拝
殿
の
下
に
し
ま
っ
て
お
く
。 

 

②
神
輿
の
準
備 

ネ
ギ
衆
に
よ
っ
て
、
神
輿
が
神
輿
小
屋

か
ら
出
さ
れ
、
飾
り
付
け
が
行
わ
れ
る
。

社
務
所
の
前
で
、
大
人
神
輿
と
子
ど
も
神

輿
の
二
つ
が
用
意
さ
れ
る
。 

 

③
ダ
ン
ジ
リ
の
準
備 

大
綱
を
作
っ
て
い
る
横
で
、
各
組
で
ダ
ン
ジ
リ
の
準
備
を
し
て
い
る
。
境
内

に
あ
る
ダ
ン
ジ
リ
小
屋
か
ら
ダ
ン
ジ
リ
を
出
し
て
、
組
み
立
て
て
飾
り
付
け
を

し
、
境
内
に
設
置
す
る
。
こ
れ
も
男
の
人
だ
け
で
準
備
を
し
て
い
る
。
浜
組
と

北
組
は
ふ
な船
ダ
ン
ジ
リ
で
、
上
組
と
南
組
と
當
若
は
布
団
ダ
ン
ジ
リ
で
あ
る
。
船

ダ
ン
ジ
リ
は
台
車
の
上
の
前
後
に
大
き
な
藁
を
束
ね
た
も
の
を
置
い
て
そ
れ
が

ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う
に
、
そ
の
上
に
船
を

乗
せ
て
い
る
。
船
と
藁
束
と
台
車
を
綱
で
し
っ

か
り
と
く
く
り
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

船
唄
の
時
に
激
し
く
船
を
ゆ
す
る
か
ら
で
あ

る
。
藁
束
は
へ
た
っ
て
く
る
と
、
新
し
い
物
に

取
り
替
え
る
。
そ
し
て
、
幕
や
旗
な
ど
の
飾
り

付
け
も
す
る
。
布
団
ダ
ン
ジ
リ
は
、
棒
や
布
団

の
部
分
も
す
べ
て
ば
ら
し
て
ダ
ン
ジ
リ
小
屋
に

し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
そ
れ
ら
を
組
み
立

て
て
か
ら
飾
り
付
け
を
す
る
。
太
鼓
は
、
ダ
ン

ジ
リ
の
下
を
な
な
め
に
倒
し
て
、
下
か
ら
入
れ

て
縦
に
置
き
四
隅
で
吊
す
。
そ
れ
を
四
人
の
子

ど
も
が
四
方
か
ら
叩
く
こ
と
に
な
る
。
布
団
の

ワ
ク
が
五
段
あ
り
、
そ
れ
に
布
団
を
つ
け
る
。

一
番
上
に
井
桁
状
の
も
の
を
乗
せ
る
。
そ
し
て
、

飾
り
付
け
を
す
る
。
な
お
、
ダ
ン
ジ
リ
の
片
付

け
は
月
曜
日
に
す
る
。
布
団
も
は
ず
し
て
、
一

段
ず
つ
片
付
け
る
。 

 

④
太
鼓
ネ
リ 

五
時
く
ら
い
に
馬
場
先
に
集
ま
る
。
入
る
順

番
は
毎
年
異
な
る
が
、
今
年
は
、
南
組
（
今
年

の
当
番
支
部
）
・
北
組
・
當
若
（
中
組
）
・
上

組
・
浜
組
の
順
で
あ
っ
た
。
一
本
の
太
い
棒
に

大
き
な
太
鼓
を
く
く
り
つ
け
て
一
〇
人
ほ
ど
で

担
ぎ
、
太
鼓
を
四
人
で
打
ち
な
が
ら
練
る
。
一
の
鳥
居
か
ら
入
り
、
二
の
鳥
居

 
写真１ 大綱作り 写真２ 神輿の準備 

写真３ 船ダンジリの準備 

 
写真４ 布団ダンジリの準備  写真５ 太鼓ネリ 



 

ま
で
の
参
道
を
太
鼓
の
上
に
人
を
一
人
乗
せ
た
り
二
人
乗
せ
た
り
し
な
が
ら

「
オ
ー
サ
ジ
ャ
。
オ
ー
サ
ジ
ャ
。
」
と
言
い
な
が
ら
何
度
も
練
る
。
太
鼓
の
上

に
乗
っ
た
人
は
、
ジ
バ
ン
を
ぬ
い
で
手
に
持
ち
「
オ
ー
サ
ジ
ャ
」
と
叫
ぶ
た
び

に
そ
れ
を
振
り
上
げ
る
。
時
に
は
、
太
鼓
を
上
下
反
対
に
棒
の
上
に
乗
せ
る
よ

う
に
し
て
担
ぎ
、
そ
の
上
に
人
が
乗
っ
た
り
も
す
る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
二
の

鳥
居
の
前
で
ギ
オ
ン
バ
ヤ
シ
を
す
る
。
一
〇
分
ほ
ど
で
あ
る
。
ギ
オ
ン
バ
ヤ
シ

が
終
わ
る
と
、
練
物
係
の
二
人
が
提
灯
を
持
っ
て
一
の
鳥
居
の
前
で
待
つ
次
の

組
に
挨
拶
に
行
く
。
そ
し
て
、
次
の
組
の
太
鼓
練
り
が
始
ま
る
。
最
初
の
太
鼓

ネ
リ
は
、
石
段
を
登
っ
て
二
の
鳥
居
を
過
ぎ
、
そ
こ
か
ら
楼
門
ま
で
の
階
段
を

上
っ
た
り
下
り
た
り
す
る
。
二
組
の
太
鼓
練
り
が
二
の
鳥
居
を
は
さ
ん
で
上
と

下
で
そ
れ
ぞ
れ
に
行
わ
れ
る
状
況
と
な
る
。
し
ば
ら
く
練
っ
た
後
、
初
め
の
組

は
、
二
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
所
の
広
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
ギ
オ
ン
バ
ヤ
シ
を
す

る
。
次
の
組
も
、
二
の
鳥
居
の
手
前
で
ギ
オ
ン
バ
ヤ
シ
を
す
る
。
そ
れ
が
終
わ

る
と
、
初
め
の
組
は
階
段
を
練
り
な
が
ら
、
楼
門
を
越
え
て
境
内
に
入
り
、
拝

殿
前
ま
で
行
く
。
そ
し
て
、
拝
殿
ま
で
の
参
道
を
何
度
も
行
き
帰
し
て
練
り
、

拝
殿
前
で
参
拝
を
し
て
、
ギ
オ
ン
バ
ヤ
シ
を
唄
う
。
こ
う
し
て
、
一
組
目
が
よ

う
や
く
終
わ
り
、
こ
れ
が
順
番
に
五
組
続
い
て
い
く
。 

 

（
二
）
本
宮 

 

今
年
の
本
宮
に
つ
い
て
は
、
予
定
表
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

・
祭
典 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
前
一
〇
時 

・
厄
除
者
餅
ま
き 
 

 
 

 
 

午
前
一
〇
時
四
五
分 

・
若
宮
神
輿
出
発 

 
 

 
 

 

午
前
一
一
時 

・
船
だ
ん
じ
り
出
発 

 
 

 
 

午
前
一
一
時
三
〇
分 

          
 

 

※
続
い
て
布
団
だ
ん
じ
り
出
発 

・
恵
比
寿
神
社
祭
典 

 
 

 
 

午
後
二
時 

・
獅
子
舞 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
二
時
三
〇
分 

・
船
だ
ん
じ
り
出
発
（
帰
路
） 

午
後
三
時 

・
獅
子
舞 
 

 

（
拝
殿
前
） 

午
後
四
時
三
〇
分 

・
神
輿
宮
入
り 

 
 

 
 

 
 

午
後
五
時 

※
続
い
て
還
幸
祭 

・
船
だ
ん
じ
り
宮
入 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※
船
歌
奉
納 

午
後
七
時 

・
総
練
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
八
時 

・
綱
引
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
八
時
三
〇
分 

 

①
ま
ず
、
拝
殿
に
お
い
て
祭
礼
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
続
い
て
本
厄
の
男
の
人
に
よ

る
餅
ま
き
が
あ
る
。
紅
白
の
小
餅
や
お
菓
子
が
た
く
さ
ん
ま
か
れ
る
。 

 

②
神
輿
の
渡
御 

元
々
は
本
厄
の
男
の
人
だ
け
で
担
い
で
い
た
が
、
今
は
そ
れ
だ
け
で
は
人
数
が 

足
り
な
い
の
で
ネ
ギ
衆
も
加
わ
っ
て
神
輿
を
担
い
で
い
る
。
神
輿
を
担
ぐ
人
は
全 

員
白
い
ハ
カ
マ
を
着
て
い
る
。
足
元
も
白
い
タ
ビ
や
白
い
靴
で
あ
る
。
子
ど
も
神 

輿
が
先
に
出
る
。
子
ど
も
神
輿
を
曳
く
の
は
、
鳥
飼
小
学
校
の
六
年
生
の
子
ど
も 

達
で
、
男
女
と
も
参
加
し
て
い
る
。
大
人
の
神
輿
は
、
担
い
で
階
段
を
下
り
て
行 

く
。
当
日
、
神
輿
が
出
た
の
は
、
一
二
時
を
過
ぎ
て
い
た
。
そ
し
て
、
神
輿
は
接 

待
の
場
所
な
ど
何
カ
所
か
に
寄
り
な
が
ら
浜
の
御
旅
所
の
エ
ベ
ッ
サ
ン
ま
で
行 

く
。
「
サ
ー
、
サ
ー
、
イ
ヤ
サ
カ
サ
ー
。
」
と
唱
え
な
が
ら
行
く
。 

 
 

昔
は
、
神
輿
は
川
に
入
り
た
い
の
だ
と
い
っ
て
、
川
の
中
を
神
輿
が
行
っ
て
い 

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
川
が
道
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
以
前
は
馬
場 

先
の
所
か
ら
鳥
飼
川
へ
下
り
る
道
が
あ
り
、
そ
こ
を
神
輿
が
行
っ
た
と
い
う
。
神 

輿
の
後
を
船
ダ
ン
ジ
リ
が
二
つ
続
い
て
川
を
行
き
、
布
団
ダ
ン
ジ
リ
は
川
沿
い
の 

道
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
船
ダ
ン
ジ
リ
が
川
の
中
を
行
く
様
子
を
写
し 

た
写
真
が
社
務
所
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
今
の
人
で
そ
れ
を
実
際
に
見
た
人
は
な 

く
、
百
年
以
上
前
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。
昔
は
御
旅
所 



 

の
恵
比
寿
神
社
の
前
は
広
い
砂
浜
が
続
い
て
い 

た
の
で
、
神
輿
は
川
を
下
っ
て
砂
浜
か
ら
御
旅 

所
へ
と
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

③
ダ
ン
ジ
リ
の
宮
だ
し 

ダ
ン
ジ
リ
が
出
る
順
番
は
年
に
よ
っ
て
変
わ 

る
が
、
い
つ
も
船
ダ
ン
ジ
リ
が
布
団
ダ
ン
ジ
リ

よ
り
も
先
で
あ
る
。
今
年
は
、
浜
組
・
北
組
・

南
組
・
當
若
・
上
組
の
順
に
出
た
。 

 
 

一
番
目
の
浜
組
の
船
ダ
ン
ジ
リ
が
引
き
出
さ

れ
て
、
拝
殿
の
前
に
横
付
け
す
る 

よ
う
な
形
で
す
え
ら
れ
る
。
船
の
上
に
は
若
者
が
一
〇
人
ほ
ど
フ
ン
ド
シ
姿
に
な 

っ
て
並
ぶ
。
全
員
で
参
拝
を
し
て
か
ら
、
船
唄
を
奉
納
す
る
。
船
の
前
に
太
鼓
を 

置
き
、
太
鼓
に
合
わ
せ
て
船
唄
を
歌
う
。
船
唄
は
、
一
か
ら
十
ま
で
の
数
え
歌
に 

な
っ
て
い
る
。
唄
の
合
間
に
船
の
上
の
若
者
が
船
縁
を
つ
か
ん
で
船
を
激
し
く
ゆ 

す
る
。
時
に
は
、
台
車
の
車
輪
が
浮
く
ほ
ど
で
あ
る
。
船
唄
を
奉
納
す
る
と
、
楼 

門
よ
り
出
て
階
段
を
降
り
て
行
く
。
こ
の
時
、
「
オ
ー
サ
ジ
ャ
。
オ
ー
サ
ジ
ャ
。
」 

を
繰
り
返
し
叫
ぶ
。
階
段
の
初
め
と
二
の
門
の 

手
前
の
階
段
に
板
を
何
枚
か
並
べ
て
階
段
を
勢 

い
よ
く
降
り
て
行
く
。
二
の
門
の
手
前
の
広
場 

ま
で
降
り
る
と
、
二
の
門
下
の
数
段
の
階
段
に
、 

上
で
使
っ
た
板
を
並
べ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
も 

滑
ら
せ
て
降
り
る
。
次
に
、
二
の
門
下
の
所
か 

ら
、
一
気
に
走
る
よ
う
に
一
の
門
を
出
て
左
に 

大
き
く
曲
が
っ
て
道
に
出
て
行
く
。
降
り
る
時
は
、 

船
の
後
ろ
か
ら
長
い
綱
を
出
し
、
そ
れ
を
他
の
組

の
人
も
大
勢
手
伝
っ
て
曳
い
て
い
る
。
船
の
前
か
ら 

も
長
い
綱
を
出
し
て
、
前
か
ら
も
引
っ
張
っ
て
い
る
。
次
の
北
組
の
船
ダ
ン
ジ
リ

も
、
同
じ
よ
う
に
船
唄
を
奉
納
し
て
石
段
を
降
り
て
行
く
。 

南
組
か
ら
後
は
布
団
ダ
ン
ジ
リ
で
あ
る
。
布
団 

ダ
ン
ジ
リ
の
乗
り
子
は
四
人
で
、
小
学
校
二
年
生
か
ら
五
年
生
の
男
の
子
が
太
鼓
を

叩
く
。
乗
り
子
の
太
鼓
や
唄
に
掛
け
合
う
よ
う
に
担
ぎ
手
が
唄
を
歌
う
。
拝
殿
の
前

の
参
道
を
行
っ
た
り
来
た
り
何
度
も
し
て
か
ら
参
拝
す
る
。
そ
し
て
、
南
組
と
上
組

の
ダ
ン
ジ
リ
は
鳥
居
が
通
れ
な
い
の
で
、
坂
道
を
下
り
て
か
ら
一
の
鳥
居
と
二
の
鳥

居
の
間
を
練
り
、
二
の
鳥
居
の
手
前
ま
で
上
が
っ
て
ダ
ン
ジ
リ
を
ゆ
す
っ
た
り
を
二

度
ほ
ど
す
る
。
そ
し
て
、
一
の
鳥
居
か
ら
出
て
い
く
。
當
若
の
ダ
ン
ジ
リ
は
二
の
鳥

居
を
通
れ
る
の
で
、
楼
門
の
階
段
を
か
つ
い
で
下
り
て
行
く
。 

④
御
旅
所
祭
。
今
年
は
二
時
半
過
ぎ
に
、
五
色
浜
の
エ
ベ
ッ
サ
ン
で
御
旅
所
祭
が
行

わ
れ
た
。
各
組
の
幟
を
立
て
、
鳥
居
の
前
に
神
輿
と
子
ど
も
神
輿
を
す
え
る
。
神

職
に
よ
る
祭
典
が
あ
り
、
神
楽
が
奉
納
さ
れ
た
。
祭
典
の
後
、
横
の
広
場
で
、
當

若
に
よ
る
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
當
若
だ
け
獅
子
舞
が
あ
る
。
そ
の
後
、
五
色

町
漁
業
協
同
組
合
が
あ
る
漁
港
ま
で
行
き
、
神
輿
ご
と
海
へ
飛
び
込
む
。
漁
港
の

所
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
斜
面
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
神
輿
を
台
車
に
乗
せ
た
ま
ま

ロ
ー
プ
で
斜
面
の
上
の
方
ま
で
引
っ
張
り
上
げ
、
本
厄
の
人
達
が
神
輿
を
担
ぐ
棒

の
上
に
全
員
乗
っ
て
、
勢
い
よ
く
斜
面
を
下
っ
て
行
き
そ
の
ま
ま
神
輿
ご
と
海
に

突
っ
込
む
。
そ
れ
を
三
度
ほ
ど
繰
り
返
し
て
い
た
。
多
く
の
見
物
客
が
集
ま
っ
て

い
た
。 

⑤
神
輿
が
お
宮
に
戻
っ
て
く
る
と
、
還
幸
祭
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
神
輿
は
神
輿 

小
屋
へ
片
付
け
ら
れ
る
。 

 

⑥
ダ
ン
ジ
リ
の
宮
入
。
夕
方
、
ダ
ン
ジ
リ
の 

宮
入
り
が
あ
る
。
出
た
順
番
に
入
る
。 
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当
番
支
部
の
支
部
長
・
副
支
部
長
・
練
物
係

二
人
が
一
の
門
の
所
で
待
つ
浜
組
祭
礼
団
の
役

員
に
挨
拶
に
い
き
、
ダ
ン
ジ
リ
の
宮
入
り
が
始

ま
る
。
こ
の
日
は
六
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
。
船
ダ

ン
ジ
リ
が
下
り
た
時
と
同
じ
よ
う
に
、
長
い
綱

で
引
っ
張
り
な
が
ら
階
段
に
板
を
敷
い
て
上
っ

て
い
く
。
こ
の
時
も
、
さ
か
ん
に
「
オ
ー
サ
ジ

ャ
。
オ
ー
サ
ジ
ャ
。
」
の
か
け
声
を
か
け
な
が

ら
、
時
間
を
か
け
て
上
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、

境
内
に
入
る
と
、
拝
殿
ま
で
進
ん
で
ま
た
横
付

け
し
船
唄
を
奉
納
す
る
。
船
唄
が
終
わ
る
と
、

す
ぐ
に
練
物
係
の
二
人
が
提
灯
を
持
っ
て
走

り
、
一
の
鳥
居
ま
で
行
き
、
鳥
居
前
で
待
つ
北

組
の
支
部
長
・
副
支
部
長
・
練
物
係
二
人
に
挨

拶
を
す
る
。
そ
れ
か
ら
北
組
の
宮
入
が
始
ま
る
。

こ
の
日
は
七
時
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
浜
組
と
同
じ

よ
う
に
し
て
上
が
り
拝
殿
前
で
船
唄
を
行
っ

た
。
そ
し
て
、
次
の
南
組
の
宮
入
が
始
ま
っ
た
の
は
七
時
半
頃
で
あ
っ
た
。
南
組

の
ダ
ン
ジ
リ
は
、
大
き
す
ぎ
て
二
の
鳥
居
を
く
ぐ
れ
な
い
の
で
、
二
の
鳥
居
の
寸

前
ま
で
上
げ
て
、
そ
こ
で
ゆ
す
る
。
そ
し
て
ま
た
一
の
鳥
居
ま
で
も
ど
っ
て
も
う

一
度
二
の
鳥
居
ま
で
行
く
。
そ
し
て
、
横
の
坂
を
上
っ
て
境
内
へ
と
上
が
る
。
こ

こ
で
も
、
拝
殿
と
楼
門
の
間
を
行
き
来
し
て
か
ら
参
拝
す
る
。
そ
の
後
も
、
何
度

も
行
き
来
を
繰
り
返
す
。
参
道
の
真
ん
中
あ
た
り
で
全
員
で
肩
を
入
れ
て
担
い
で

ゆ
す
っ
た
り
も
す
る
。
こ
の
間
、
中
の
太
鼓
の
子
ど
も
と
掛
け
合
い
で
唄
を
歌
う
。

當
若
の
ダ
ン
ジ
リ
も
一
の
鳥
居
と
二
の
鳥
居
の
間
を
三
度
ほ
ど
行
き
来
す
る
。
當

若
の
ダ
ン
ジ
リ
は
二
の
鳥
居
を
ぎ
り
ぎ
り
通
れ
る

の
で
、
担
い
だ
ま
ま
階
段
を
上
が
る
。
そ
し
て
、

楼
門
を
く
ぐ
っ
て
そ
の
ま
ま
担
い
で
拝
殿
ま
で
行

く
。
ま
た
楼
門
ま
で
も
ど
っ
て
拝
殿
ま
で
行
く
を

三
、
四
回
繰
り
返
す
。
真
ん
中
あ
た
り
で
ゆ
す
っ

た
り
も
す
る
。
最
後
に
拝
殿
で
参
拝
す
る
。
参
拝

が
終
わ
る
と
、
練
物
係
の
二
人
が
提
灯
を
持
っ
て

一
の
鳥
居
ま
で
行
き
、
上
組
祭
礼
団
に
連
絡
す
る
。

そ
れ
を
聞
い
て
、
上
組
は
「
上
組
祭
礼
団
つ
つ
し

ん
で
お
受
け
し
ま
す
。
」
と
言
う
。
上
組
の
ダ
ン

ジ
リ
は
大
き
く
て
二
の
鳥
居
を
く
ぐ
れ
な
い
の

で
、
南
組
の
ダ
ン
ジ
リ
と
同
じ
よ
う
に
、
一
の
鳥

居
と
二
の
鳥
居
の
間
を
何
度
か
練
り
、
二
の
鳥
居

の
寸
前
で
ゆ
す
る
を
何
度
か
す
る
。
そ
の
後
坂
に

回
っ
て
境
内
に
上
が
る
。
そ
し
て
、
ま
た
拝
殿
と

楼
門
の
間
を
何
度
も
行
き
来
し
た
後
に
参
拝
す

る
。 

 
 

だ
い
た
い
一
組
の
ダ
ン
ジ
リ
が
宮
入
り
す
る
の
に
三
十
分
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
以

前
は
鳥
居
さ
ん
に
当
て
た
り
し
な
が
ら
入
る
の
で
、
一
つ
が
入
る
の
に
四
十
分
ほ

ど
か
か
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ダ
ン
ジ
リ
の
宮
入
り
は
八
時
半
か
ら
九
時
頃
に

終
わ
る
予
定
だ
が
、
一
時
間
ほ
ど
遅
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
、

す
べ
て
の
宮
入
り
が
終
わ
る
と
、
境
内
の
ダ
ン
ジ
リ
を
小
屋
に
片
付
け
る
。 

 

⑦
太
鼓
の
総
練
り
。
ダ
ン
ジ
リ
が
終
わ
る
と
、
太
鼓
の
総
練
り
に
な
る
。
当
番
支

部
が
拝
殿
の
賽
銭
箱
を
片
付
け
る
な
ど
の
準
備
を
す
る
。
拝
殿
の
階
段
を
下
り
て

五
ｍ
程
の
所
に
巻
き
尺
の
端
を
置
い
て
、
等
距
離
に
な
る
よ
う
に
各
組
の
太
鼓
の
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棒
の
先
端
を
置
く
。
そ
し
て
、
当
番
支
部
長
が

提
灯
を
上
げ
る
と
、
一
斉
に
六
つ
の
地
区
の
太

鼓
が
競
い
合
っ
て
拝
殿
に
登
ろ
う
と
し
て
ひ
し

め
き
あ
う
。
ネ
リ
一
五
人
ほ
ど
で
、
ど
の
太
鼓

に
も
若
者
が
一
人
乗
り
「
オ
ー
サ
ジ
ャ
。
オ
ー

サ
ジ
ャ
。
」
の
叫
び
声
を
あ
げ
て
い
る
。
一
番

先
に
上
が
っ
た
組
は
拝
殿
の
中
で
も
走
り
回
り

な
が
ら
「
オ
ー
サ
ジ
ャ
。
」
を
繰
り
返
す
。
階

段
の
所
で
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
た
組
も
少
し
ず

つ
拝
殿
に
上
が
り
、
す
べ
て
の
組
が
上
が
る
と
、

一
番
に
上
が
っ
た
太
鼓
が
下
り
て
く
る
。
そ
の

他
の
太
鼓
も
下
り
て
く
る
が
、
そ
の
後
も
境
内

で
「
オ
ー
サ
ジ
ャ
。
オ
ー
サ
ジ
ャ
。
」
の
熱
狂

が
続
く
。 

 

⑧
大
綱
引
き
。
太
鼓
の
総
練
り
の
熱
狂
が
ま
だ

続
く
中
、
当
番
支
部
が
大
綱
を
準
備
す
る
。
拝

殿
の
下
に
し
ま
っ
て
い
た
大
綱
を
出
し
て
き
て
、
拝
殿
の
前
の
参
道
の
真
ん
中
に

大
綱
の
中
心
を
置
い
て
、
拝
殿
に
平
行
に
な
る
よ
う
に
綱
を
置
く
。
浜
（
北
組
・

浜
組
）
と
岡
（
上
組
・
中
組
・
南
組
・
角
川
南
組
）
の
男
の
人
だ
け
で
引
き
合
う
。

拝
殿
に
か
ら
見
て
左
手
に
岡
、
右
手
に
浜
に
な
る
よ
う
に
並
ぶ
。
そ
し
て
、
綱
の

中
心
部
に
当
番
支
部
長
が
乗
る
。
綱
の
中
心
に
は
細
い
綱
が
結
び
つ
け
て
あ
り
、

当
番
支
部
長
は
そ
れ
を
つ
か
ん
で
大
綱
に
乗
り
、
乗
っ
た
ま
ま
引
か
れ
る
。
勝
負

は
一
回
勝
負
で
、
当
番
支
部
長
が
提
灯
を
上
げ
た
ら
、
勝
負
あ
っ
た
で
あ
る
。
綱

の
中
心
が
参
道
の
石
畳
を
超
え
た
ら
勝
負
が
決
ま
る
。
今
年
は
、
岡
が
勝
っ
た
の

で
豊
作
で
あ
る
。 

 

（
三
）
次
の
日 

  
 

本
宮
の
次
の
日
は
、
ダ
ン
ジ
リ
の
片
付
け
が
行
わ
れ
る
。
昔
は
こ
の
日
に
宮
相

撲
を
行
っ
て
い
た
。
土
俵
を
作
っ
て
、
小
学
校
六
年
ぐ
ら
い
の
男
の
子
が
し
て
い

た
。
出
た
い
子
が
し
て
い
た
と
い
う
。 

 

七 

参
考
文
献 

碧
湛
著 

一
九
七
七
『
淡
国
通
記
』
名
著
出
版
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
成
立 

仲
野
安
雄
著 

一
九
七
四
『
淡
路
常
磐
草
』
名
著
出
版 

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
成
立 

藤
井
容
信
・
藤
井
彰
民
編 

一
九
七
五
『
淡
路
草
』
名
著
出
版 

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
成
立 

渡
部
月
石
編
『
堅
磐
草
』 

一
九
七
一
年
名
著
出
版 

 
 

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
成
立 

暁
鐘
成
編
一
九
七
二
『
淡
路
国
名
所
図
絵
』
福
浦
藻
文
堂 

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
成
立 

小
西
友
直
・
小
西
錦
江
編 

一
九
七
二
『
味
地
草
』
名
著
出
版 

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
成
立 

和
歌
森
太
郎
編 

一
九
六
四
『
淡
路
島
の
民
俗
』
吉
川
弘
文
館 

濱
岡
き
み
子
編
著
、
五
色
町
住
民
福
祉
課 

一
九
八
三
『
五
色
町
民
俗
誌
』 

船
唄
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。 

兵
庫
県
神
職
会
編 

一
九
八
四
『
兵
庫
県
神
社
誌
』
下
巻 

臨
川
書
店 

神
戸
新
聞
淡
路
総
局
一
九
八
三
『
淡
路
祭
事
記
３
６
５
日
』 

神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー 
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沼
島
の
山
の
神 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

堀
部 

る
み
子 

 

一 

名
称 

山
の
神 

 

二 
 

実
施
期
間
・
実
施
場
所 

一
月
の
第
二
土
曜
日
（
も
と
は
旧
暦
の
一
月
十
五
日
。
そ
の
後
、
第
二
日
曜
日 

に
な
り
現
在
は
漁
の
休
み
の
土
曜
日
に
） 

南
あ
わ
じ
市
沼
島 

山
ノ
大
神
社 

 

三 
 

特
色 

 
 

農
民
が
信
仰
す
る
山
の
神
は
、
春
に
山
か
ら
里
に
下
っ
て
田
の
神
に
な
り
、
秋

の
収
穫
が
す
む
と
山
に
帰
っ
て
山
の
神
と
な
る
が
、
沼
島
の
山
の
神
は
「
鉄
王
稲

荷
大
明
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

四 
 

歴
史
と
概
要 

 
 

昔
の
こ
と
は
不
明
。
山
の
神
組
の
頭
屋
が
神
主
の
役
目
を
し
て
い
た
が
、
現
在 

は
沼
島
八
幡
神
社
の
宮
司
が
拝
む
。 

 

五 
 

組
織 

 
 

山
の
神
組
。
役
員
は
会
長
と
会
計
。  

五
〇
年
く
ら
い
前
は
六
〇
軒
で
あ
っ 

た
が
、
今
は
一
八
軒 

 

六 

祭
り
・
行
事
の
内
容
（
衣
装
・
付
属
す
る
行
事
等
） 

 

山
の
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
別
名
、
火
立
山
に
て
祭
事
を
行
う
。
参
道
に
は
朱 

の
鳥
居
が
林
立
。
本
殿
に
「
山
之
大
神
」 

の
祠
と
稲
荷
の
社
・
狐
を
祀
る
。 

 

山
の
神
へ
は
登
山
道
と
車
道
が
あ
る
。 

世
話
人
が
車
で
供
物
・
餅
・
直
会
の
料 

理
な
ど
を
運
ぶ
。
一
〇
時
頃
か
ら
準
備

に 

と
り
か
か
る
。
供
物
は
御
神
酒
・
掛
け 

の
魚
（
沼
島
で
は
干
し
た
魚
を
使
う
。 

赤
い
魚
を
好
む
と
さ
れ
、
鯛
・
ほ
う
ぼ 

う
・
お
こ
ぜ
な
ど
を
二
尾
合
わ
せ
る
）・ 

赤
飯
・
油
揚
げ
・
季
節
の
野
菜
と
果
物
・ 

餅
ま
き
用
の
餅
・
三
方
に
塩
な
ど
で
あ 

る
。 

 

一
一
時
か
ら
神
事
が
あ
り
、
修
祓
、 

 

降
神
の
儀
、
献
饌
、
祝
詞
奏
上
、
御
鈴 

拝
戴
、撤
饌
、昇
神
の
儀
が
終
わ
る
と
、 

餅
ま
き
を
す
る
。 

 

餅
ま
き
は
け
ん
餅
と
い
う
紅
白
の
餅 

一
〇
個
（
角
餅
と
い
う
四
方
に
ほ
お
り 

投
げ
る
大
き
な
餅
を
指
す
）
と
天
餅（
漁 

協
の
組
合
長
と
世
話
人
の
代
表
が
社
と 

鳥
居
の
間
に
立
ち
、
後
ろ
向
き
に
鳥
居 

を
越
す
よ
う
に
投
げ
る
）
と
小
餅
を
ま 
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幟 



く
。
全
て
の
行
事
が
終
わ
る
と
直
会
に
う
つ
る
。
な
お
、
山
の
神
は
、
以
前
は
穴

神
さ
ん
と
言
わ
れ
洞
穴
で
祀
ら
れ
て
い
た
。 

           

七 

参
考
文
献 

『
日
本
民
俗
大
辞
典
』   

二
〇
〇
一
吉
川
弘
文
館 
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配置図 


